
Title 介護保険制度の導入前後における市町村の介護サービスに関する研究
Sub Title
Author 小池, 創一(Koike, Soichi)

Publisher 慶應医学会
Publication year 2005

Jtitle 慶應医学 (Journal of the Keio Medical Society). Vol.82, No.3 (2005. 9) ,p.12-  
JaLC DOI
Abstract
Notes 号外
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069296-20050902-

0012

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


介護保険制度の導入前後における市町村の介護サービスに関する研究

内容の要旨

小　池

目的 ・方法

　 介瞳保険 制度の導 入前後の要介 護認定状況の 蛮化 とその特懲 な ど

について明 らかにす るこ とを目的 と して平成u.年(介 護保険制度 導入

前)お よび平成13年(介 護県険制度導入後)の1【 月に全国の全市区町

村の介腰保険担 当者 に対 して行 った質問票鯛 査の結果を分析 した。分

析対象 とな ったのは両年 とも要介護度の記載がある265市 町a(807(1,

142町.43村 、全市区町村 に対す る割 合8.1%)で あ る。調査票 か ら得

られた市町村 ごとの嬰介護認定状況に関す るデータに加 え.医 療 施股

調歪な ど既存 の鯛査デー タも分析に加えた。

結果

　 分析対象 となった 市町村の総人 ロ、老年人 口割合、介護保険 料の平

均斑を全国平均 と比較 した ところ、老年人 口翻 合が全 国平均 に比鮫 し

て有意に低か った(有 意水準5%)も のの、総 人ロ、介護 保険料 に関

しては有意な差を露 めなかった。

　 平成n年 に対 して平成13年 では、老年 人ロに占める要介護者割合、

平均要介護 度、在宅お よび塊設 入所要介謹者 に占め る嬰 介獲5割 合

は、平成n年 に対 し平成B年 の方が標準偏差は縮小 し.そ の分布 も平

成13年 の方 が全体 と して市町村 格差が縮小す る方向に あるこ とが確

認 され た。老年人 ロに 占める要介謹認定を受けた者 の割合、平均嬰介

護度 、老年人 ロに占める要介瞳5割 合に よ り市町村 を3群 に分類 し、

平成 路年の 各種指標 を比較 した結果か らも、同様の所見が得 られた。

　 老年 人 ロに占める要介護5割 合 が大 きい市町 村におい て平均 要介

護度が他の群 に比べ て大 きく上昇せず、老年人 口に占め る要介額5割

合が、平成U年 にお ける老年人 口に占める要介蔑5割 合が小 さい市町

村で増加が大 きか ったことか らは、介護保険制度の導入 によn,従 来

介護サー ビスへの アクセスが少 なかった市町村での サー ビス提供 量

の伸びが大 きかった ことを示唆する所見が,aら れ た。

　 平成U年 と平成13#の 介護保険関連施設 整備状況 と要介護者の状

況を示す 各種指標 との間のSpearmenの 順位 櫓関係 数 を算出 した とこ

ろ、その相関 が介護保険 制度導入後 により強 まるな ど、介護保険制度

か らみた施 設願型別機 能が よ り明確 にな った ことを示唆 する所 見が

得 られ た。

結鎗

　介護保険制度導 入による市町村の格差が平準化 、施股類型別機 能の

明確化の背景 には、介謹の必要の程度 とい う概念 が 「要介護詔定等基

準時間」とい う形で一元的に整理 され たこ と、介護給付費交付金制度

が股 け られ たこと、な どの制度的な背景 もあ ったもの と考え られ る。

また、介護保険制度の導入によって、従来は介護関連サー ビスの利用

が少 なか った市町村 におけ るサー ビスへの アクセ スが改善 した 可能

性 が示唆 され るな ど.本研究 によ り介瞳保険 制度導入前後の市町村の

変 化 と、制度 導入の効果 の一端 を示す こ とが できた もの と考え られ

る。

創　一

論文蕃査の要旨

　 介護保険 制度導 入前後での要介護紹 定状況 のfirと その特徴につ

いて明 らかにす るこ とを目的 と して、平成H年 お よび 平成13年 に全

国の全 市区町 村の介護 保険担 当者 に対 して行 った質問 票鯛査 の結果

を分折 した。 分析対 象 となつたの は双 方の調査 年 に正 しく回答 した

265市 町村(全 市町村に対す る割合8.1%》 であ る。調査票 か ら得 られ

た市町村 ごとの要 介護認定状 況に関す るデー タに加 え.医 療施設調

査な ど既 存の調査 デー タも分 析に用い た、そ の結果、介 護保険制度

導入後 には、介謹サー ビスの拡大 と、要介護暫 の状況 に関す る指標

に関 して市町 村絡差 が縮 小 の傾向 を 示 してい る点が 明 らか とな っ

た。 また、単位 老年人 口あた り適設入 居者数 ・病床数 と嬰介護者 の

状況 を表 す各 種 指標 との相 関が 、介護 保 険制 度 導入 後 に よ り強 ま

%,施 設類型別 殿能が よ り明確に なってきた こ とを示唆す る所見が

得 られ た。 これ らの背 景には、介額の 必要の 程度 とい う概念 がr.要

介護認 定等基 準時 剛 とい う形で一 元的 に整理 された こ と、介護給

付費交付 金制 度が 股け られた こと等、制度的 な背景が あ る点 、介護

保険制度の導 入に よ り従来は介護関連 サー ビスの利 用が少 なかった

市町村にお けるサー ビスへ のア クセ スが重点的 に改 善 した可能性 が

示唆 された。

　 審査では まず 、市町村での サー ビス拡大 と市町村格 差の縮小 に閥

す る地城特性 につい て質問がな され た。都 道府 県別 比ez,束 西比較

を行っ たが、明確 な所見は 得 られなか った との回答 がな され た。 次

に、介謹保 険制度 弊入後に 生 じた利 用者 、披 保険 者の 意職の変化 を

示す デー タの有 無につ いて質問が出 され た。 本調査か らは意識につ

い てのデー タを,aる ことはできな かった ものの 、先行 研究 には、要

介護認 定制 度の導 入に よ り一禰 の基 準で認 定がな され るよ うになっ

た こ と、福祉 制度か ら仕 会保険制度 に移行 した ことで負担 と給 付の

関係 がよ り明確 にな った ことが、サ ー ビス利 用者 の楢利 意識 の強 化

にっ ながった こ とが示唆 され てい る点が 回答 され た。 さ らに、分祈

対象 市町村 のデー タの代爽性に ついて質問が な され た。調査 対象市

町村 は全国 平均 と比 べて老年人 口割 合がやや 低 いが、総人 口、保険

料の平均 とい う点で は大 きな偏 りが 見 られな かった点 ではほぼ全国

の状況 を反映 してい る もの と考 え られ る もの の、平成 且1年調 査回 答

市町村 の うち、平成1且年io月 時 点で竪介護 認定 を開始 してい る市町

村のみが分 祈対象 となってい るこ とか ら、分析対 象市町村は介護 対

策に熱心な 市町村で ある可能性は否 定できな い点 が回答 され た。制

度 導入後に取 褐可能 となった市町村 のデー タを加 え、比較 を行 って

いれ ば よ り脱得 力のあ るデ ータ とな ったのではな いか との助言が な

され た。

　 以上のよ うに、本研 究は さらに検 肘 され るべ き課題 を残 してい る

ものの、介簸保険 制度 導入 前後の 市町村 の変化 と、制度 導入の効 果

の 一端 にっい て実証的 なデ ータを示す ことが出来 たとい う点 で、有

意義 な研究で あった と評価 された。
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